
みどり自然課

自然ふれあい担当

3156

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B31
自然ふれあい施設管理費（みどり自然課） 総務費 環境費 自然公園等施設整備費

地方自治法、都市公園法、埼玉県自然学習センター条例ほか 宣言項目   

分野施策 051247 生物多様性の保全

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
使用料・手数料 県　債

決定額 △5,493 △5,000 △493 179,210

現計額 184,703 85 59,000 125,618

令和元年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

自然保護対策
費

事 業
期 間

平成18年度～ 根 拠
法 令

　県民が自然とふれあい、また、学習する機会を設ける
ことにより自然保護思想の普及向上を図ため、施設等周
辺の自然環境の保全を図るとともに、県民が自然とふれ
あう場を提供するため、その拠点である自然ふれあい施
設の適正な管理運営が必要である。

（２）自然ふれあい施設等推進事業費　  △5,493千円
　 　 

（１）事業内容　
　　ア　自然ふれあい施設指定管理運営費　　　　　100,469千円
        自然ふれあい施設3施設の管理運営に係る指定管理者への委託料
　　イ　自然ふれあい施設推進事業費　　　　　　　 65,451千円　→　59,958千円　
　　　(ｱ)　自然ふれあい施設の施設改築工事や維持管理修繕（県実施分）
　　　(ｲ)　さいたま緑の森博物館用地取得費、さいたま緑の森博物館森林管理
　　ウ　自然ふれあい施設借地料等　　　　　　　　 18,783千円　
        さいたま緑の森博物館用地借地料等    　　

（２) 事業計画
　　ア　自然ふれあい施設指定管理運営費　
　　　　自然ふれあい施設3施設の適正な管理運営を行う。
　　イ　自然ふれあい施設推進事業費
　　　　計画的な森林管理、施設管理を行う。

（３）事業効果
　　　自然ふれあい施設3施設利用者数
　　　平成30年度：157,000人（計画）（実績149,919人）→令和元年度：目標157,000人

（４）補正予算の概要
　　ア　緑の森博物館公有地化事業の執行減による減額　　△5,228千円
　　イ　経費節減による減額　　　　　　　　　　　　　　  △265千円
　　　

（県10/10）

　9,500千円×2.5人＝23,750千円

補正後の
予算額

― 環境部 B31 ―
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